
い
よ
い
よ
都
市
対
抗
野

球
大
会
が
始
ま
り
ま
し

た
！
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
の

最
高
峰
を
目
指
し
て
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
32
チ
ー
ム

が
東
京
ド
ー
ム
で
激
突
し

ま
す
。

今
年
は
応
援
団
コ
ン

ク
ー
ル
が
４

年
ぶ
り
に
復

活
。
チ
ー
ム

の
熱
戦
を
華

や
か
に
後
押
し
し
ま
す
。

毎
日
新
聞
で
は
毎
日
新
聞

デ
ジ
タ
ル
の
特
設
ペ
ー
ジ

で
全
試
合
を
ラ
イ
ブ
配
信

し
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
か
ら
も
ア

ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
観
戦
く
だ
さ
い
！

（
小
野
田
香
織
）

結
婚
し
な
い
若
者

そ
の
背
景
は
？

サッカー女子W杯開幕
男女平等と揺らぐテレビ放映

岸田文雄内閣の支持
率が急落しています。
マイナンバーカードを
巡ってトラブルが続出
し、首相秘書官だった
長男による公邸忘年会
問題も響いているよう
です。政権内で今、何
が起きているのでしょ

うか。そして、岸田首
相＝写真＝は衆院の解
散権を行使するので
しょうか。
ジャーナリストの鈴

木哲夫氏と毎日新聞の
佐藤千矢子論説委員に
よる対談を、２回にわ
たって紹介します。

編集／毎日新聞社カスタマーリレーション本部

※都合によっては掲載日や内容を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

試読・購読はこちらから

この記事がすごい！
毎日新聞今週のこだわり４本
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21
日

＝
オ
ピ
ニ
オ
ン
面

（金）

サッカーの女子ワールド
カップ（Ｗ杯）オーストラ
リア・ニュージーランド大
会が20日に開幕します。男
女平等を旗印に国際サッ
カー連盟（ＦＩＦＡ）は賞
金を増やしましたが、その
原資となる放映権料をつり

上げたため、日本や欧州で
大会直前までテレビ放映が
決まらない異常事態に陥り
ました。

男女格差を巡る現状や、
ＦＩＦＡと各国・地域との
温度差などを掘り下げます。

追悼式典会場となる荒川河川敷
に立つ「百年」のメンバー

若
者
の
未
婚
率
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
２
０
２
２
年
版
の
少
子
化

社
会
対
策
白
書
に
よ
る
と
、
25
～

29
歳
男
性
の
20
年
時
点
の
未
婚
率

は
72
・
９
％
と
１
９
９
０
年
に
比

べ
７
・
８
㌽
上
昇
し
ま
し
た
。
女

性
は
62
・
４
％
で
90
年
比
22
㌽
増

え
ま
し
た
。

政
府
は
未
婚
率
と
少
子
化
を
結

び
つ
け
て
「
官
製
婚
活
」
を
す
す

め
て
い
ま
す
が
、
逆
効
果
の
よ
う

に
も
み
え
ま
す
。
多
様
な
家
族
観

と
は
何
か
、
若
者
が
結
婚
を
た
め

ら
う
背
景
や
結
婚
観
に
つ
い
て
考

え
ま
す
。

20日（木）＝2面

18、19日（火・水）＝夕刊特集ワイド

朝鮮人虐殺・追悼のバトン 16日（日）＝１、３面

１００年前の９月に発生
した関東大震災では、建物
倒壊や火災などが原因で命
を落とした人ばかりではあ
りませんでした。「井戸に
毒を入れた」といったデマ
が広く流布したことで、日
本人に殺された朝鮮人たち
がいるのです。その数は、
震災による死者数の１～
数％（1000～数千人）と、
国の中央防災会議の報告書

は記しています。
朝鮮人虐殺の実態を知る

べきではないのか。そんな
疑問を持って、荒川の河川
敷に建てられた小さな追悼
碑に集まった若者らが「百
年（ペンニョン）」という
グループを自発的に作りま
した。碑を建てた市民グ
ループから「１００年の年
は若者たちの手で追悼式
を」と託され、開催に向け

て準備を進めています。
そのような活動を見守る

男性もいます。大学生の時、
朝鮮人の遺体が埋められて
いるという証言がある河川
敷を掘り返し、遺骨を供養
しようという活動に携わり、
自力で証言集も世に出しま
した。

虐殺された朝鮮人たちを
追悼していこうという地道
な活動に迫ります。

岸田政権の今

サッカーＷ杯に臨む女
子日本代表
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